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漢方療法により延命効果又は寛解が得られた末期癌症例に

つ い て

○原中瑠璃子，劉　林，高瀬英剛，原 巾勝征

医療法人aSf／会大圃病院

【凵的】末期癌の 患者さん との 出会い の壮絶な体験を通して，我々 医師として 限界を知らされ る こ

としば しば で ある 。 癌に対す る 中医学根本原則で ある 1扶正絃邪」とい う観点か ら全人医療的立場

で 漢方療法を行うこ とは
，

免疫系機序の 関 与も証明 され つ つ ある 現在重要な医療 の
・・
つ と考える．，

今回西洋医学的に治療困難と診断された症例 につ い て 漢方治療 を 中心 に 西洋医学を組み合わ せ ，延

命効果または寛解状態を得た症例を報告する 。

【対象】　〔症例 1 ）大正 9年生　女性　結腸癌，肝転移 （症例 2 ）大正 6年生　女性　胃癌，膵臓

癌 （症例 3 ）大正 1年生　男性　肺癌 ， 肝転移

【成績】　（症例 1 ）他院に て結腸癌切除，肝転移部切除 11ヵ 月目に来院 。 来院時CEA 　10．5，　 CAI9 −

9260 ．9 と 上 昇 ，
CT ，エ コ ー所見 よ り再 発 と 診断，手術不能の 状態で あ っ たため，六味地黄丸 （ツ ム

ラ），大建中湯 （ツ ム ラ）内服，レン チナ ン 点滴に よ り8週後 ，
CEA 　4．9，　 CA19 −9　16．1に低 F，

貧血お よび全身状態も改善，現在 も同上治療中 で あ る、、 （症例 2）内視鏡 ，
エ コ

ー
に て 胃癌 （腺癌），

膵臓癌が 認められたが他の 合併症 の 存在 もあり，また本入，御家族の希望 に より手術は行わず，六

味地黄丸 （ッ ム ラ ），人参養栄湯 （ツ ム ラ ｝J レ ン チ ナ ン 点滴を行っ た。治療開始4ヶ 月後に CAI9 −9

　457が218に 低
．
卜，貧血 な ど 全身状態も改善現在同上治療 を継続中 で ある 。 　（症例 3）検診に よ り

肺癌 （扁平細胞癌） ， 肝転移発見され来院 。 X −P，　 CT所見 よ り手術不能と診断 し
，

人参養栄湯 （ツ

ム ラ），レ ン チナ ン 点滴施行1ヵ 月後CT に て肺病変軽度改善。喀血時は苒帰膠艾湯 （ツ ム ラ）内服 。

以後同 ヒ治療を継続 し苫しみ や疼痛を訴え る こ と は な く12 ヵ 月後に 永眠 され た 。 以 上 3 症例 はエ キ

ス 製剤と レ ン チナ ン 組み合 わせ の 症例 で ある が
， 他に 生薬加減に よ り末期癌寛解症例 に つ い て も

．．一

部紹介す る 予定で ある。

【考察】私どもは実験系お よ び臨床例に お い て い くつ かの 漢方方剤における抗腫瘍効果に つ い て報

告 して きたが，その 機序 の
．一

部 として免疫系の 関与 （サ イ トカ イ ン 誘導能 な ど）が考え られ た 。 今

回は患者 さん の 病証 を大切に，個人 に 合わせた 「同病異治」　「異病同治」の治則をもとに治療を行

い ，延命効果また は寛解を得た症例を報告した。これ らの 機序 と して宿セの免疫系の 関与が 考え ら

れ
， 今後癌 の 免疫療法 として の 漢方治療は よ り重要で あ る こ とが示唆 された。
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